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都心における子どもの遊び環境に関する研究

一福岡市中央区Ｋ小学校区における調査事例（その１）－

○瀬渡章子＊　　安恒万記＊＊　　田中智子＊　　梶木典子＊3

　（＊奈良女大，＊＊筑紫女学園短大＊3奈良女大・院）

　【目的】商業・業務機能の一層の集積および住宅の高層化が進行する都心地区においては，

子どもが屋外で遊べる空間はますます限られ,また空間があったとしても交通事故や犯罪

など様々な危険をはらむ場所となってきている。都心への種々の機能の集積は，子どもの

いない世帯を引きつけもするが,また一方では子どもを持ちながら都心居住を選択する世

帯も多くみられる。これらの世帯にとって，子どもの成長に欠かせない遊びをどのように

保障していくかは重要な課題である。そこで，本研究は都心に居住する小学生の遊び環境

の実態を明らかにし，望ましい遊び環境の要件を明らかにすることを目的としている。

　【方法】福岡市中央区にあるＫ小学校の児童の保護者を対象に質問紙調査を実施した。全

校の児童数は411人。１世帯１票の配布とし，世帯ごとに年少児に関して回答を求めた。

調査時期は1997年12月で，配布数328票，回収数78%である。

　【結果】回答世帯は，集合住宅居住が85%をしめ，半数以上は高層住宅である。共働き

率が高く，通勤時間は短い。子どもの放課後の遊び方では，住宅内で１人または2, 3人

の同学年の友人とＴＶゲームをするものが多い。地域の遊び環境にたいしては，周辺道路

の車の多さや自然のままの遊び場の不足にたいする不満が強く，それにたいしてできるだ

け屋外で遊ばる，スポーツクラブに通わせるなど，家庭での配慮がみられた。
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一福岡市中央区Ｋ小学校区における調査事例（その２）－

○安恒万記＊　　瀬渡章子＊＊　　田中智子＊＊　　梶木典子＊3

（*筑紫女学園短大I奈良女大＊3奈良女大・院）

　【目的】引き続き，その２ではＫ小学校校区内の遊び環境に関して，親が子どもに遊びを

禁止している場所，遊ばせるのを不安に思う場所，安心して遊ばせられる場所を把握し，

それぞれの理由について検討する。また，大人が見守る場所として，同じ校区内に立地す

る児童館や共働き世帯の子どもの多くが放課後に通う学童保育所に関して,それらの利用

実態や親の評価を明らかにし，それが地域で果たしている役割を検討する。

　【方法】調査対象，調査方法はその１と同じ。

　【結果】本来，都心では貴重な遊び場であるはずの児童公園が，遊びの禁止場所または不

安な場所として多く回答されていた。また，この地域では，幹線道路から住宅地の狭隆な

道路への車の侵入が多くみられ，子どもの道路遊びを禁止する世帯は多い。回答世帯の多

くは集合住宅居住であるが，ほとんどは団地形式ではなく１棟型であるため，敷地内に屋

外遊び場が確保されておらず,不安を感じながらも子どもが駐車場で遊ぶことを容認して

いるケースも見られた。一方，安心な遊び場と感じている場所としては，児童館，学校な

ど大人の目が届く遊び場が圧倒的に多かった。校区内にある児童館の利用度は比較的高か

ったが，屋外遊び場の設置や活動内容の充実をはじめ，ハード，ソフトの両面から改善を

希望する声は強い。
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